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公共交通の運賃については，今まさに，長年続いた認可運賃から協議・届出運賃へと大変化が起きよう

としている．そのため，「公共交通プライシング研究小委員会」を立ち上げ，今年 5 月までの 3 年間の活

動の中で，公共交通の運賃の設定方法に対する考え方を提案し，一定の成果を得た．しかしながら，幅広

い社会実装を図るための知見はいまだ不足している．そこで，このような公共交通プライシングの「自由

化」時代に，いったいどのような規範が必要か．そのためにいかなる方法論の開発が求められているか．

などについて，SS参加者とともに自由闊達に議論し，新たに設置しようとしている研究小委員会のキック

オフとなることを考えている．  
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1. はじめに 

 

2023 年 10 月に地域公共交通の活性化及び再生に関す

る法律等の改正により，鉄道・タクシーにおける協議運

賃制度が創設され，公共交通の運賃設定の自由度が拡大

した．これは，長年続いた認可運賃から協議・届出運賃

へと大変化が起きようとしているともいえる．著者らは

「公共交通プライシング研究小委員会」を立ち上げ，今

年 5月までの 3年間の活動の中で，公共交通の運賃の設

定方法に対する考え方を提案し，一定の成果を得た 1), 2)．

しかしながら，幅広い社会実装を図るための知見はいま

だ不足している．そこで，本スペシャルセッション「公

共交通プライシング『自由化』をどう活用するか？」

（以下では，「本 SS」と記す）では，このような公共

交通プライシングの「自由化」時代に，いったいどのよ

うな規範が必要か．そのためにいかなる方法論の開発が

求められているか．などについて，SS 参加者とともに

自由闊達に議論し，新たに設置しようとしている研究小

委員会のキックオフとなることを考えている． 

以下では，第 2章において，本 SSの進め方について

述べる．そして，第 3章では，新たに立ち上げようとし

ている「（仮称）公共交通プライシング実践研究小委員

会」における問題意識を紹介する．第 4 章では，本 SS

における議論したい点を述べて，本稿のまとめとする． 

 

 

2. 本 SSの進め方 

 

本 SSは以下のように進める． 

(1)「（仮称）公共交通プライシング実践研究

小委員会」において取組む内容を紹介する． 

(2)登壇者から「公共交通プライシング『自由

化』をどう活用するか？」について，取組

んでみたいこと，すでに取り組んでいるこ

となどを話題提供する． 

(3)SS 参加者を交え，(2)にて話題提供を行った

内容について，すでに実践できそうな現場

の紹介，あるいはこんな取り組みができる
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のではないかといった提案などを自由にデ

ィスカッションする． 

 

 

3.  新たに設置しようとしている「（仮称）公共

交通プライシング実践研究小委員会」におけ

る問題意識 

 

新たに設置しようとしている「（仮称）公共交通プラ

イシング実践研究小委員会」における問題意識は以下の

とおりである． 

(1)協議運賃を活用した新たな運賃制度導入につい

ての検討 

 たとえば，各地で実施された運賃改定の結果に

関するレビュー（運賃を上げた結果，どうなった

かなど），サブスクリプション，ゾーン運賃制

（コミュニティバス，路線バスなどを含めた一体

的な運賃の設定），ダイナミックプライシング，

都市交通を対象とした運転手確保のための策とし

てのピークカットの方法（運賃政策で対応できる

か，あるいはオフピークを安くする方が良いか），

タクシーの事前確定運賃などが想定される． 

(2)同時に，有償運送運営協議会と地域公共交通会

議が統合されることも念頭に，異なる交通モード，

異なる料金（運賃）の決定方法を 1つにすることに

関する検討． 

(3)上記にて想定される運賃設定の方法等を，実際

に協議運賃にて運賃設定を検討している地域公共

交通交通会議等において社会実装に向けた社会実

験をする．あるいは，社会実験として取り組みた

い内容等の整理． 

 これまでの協議運賃では，細かい部分を注視せず，

おおまかに，大雑把に運賃を決めていた面があった

が，なんらかの基準に基づいた決定方法が必要であ

ると考えている．その基準を見出すことによって社

会実装に向けた知見を得るために社会実験に取り組

み，社会実装を目指す． 

 

 

4. 議論したい点 

 

協議運賃制度を活用することによって，様々な公共交

通のプライシングの方法の実践が想定される．本 SS で

は，話題提供者からの問題意識，あるいは取組み事例な

どを受けて，実践できそうな地域，あるいは実践するに

際した運賃設定方法，運賃制度のアイディアなど，自由

闊達な議論ができればと考えている．  

興味をお持ちの方は，是非，SS に参加いただき，議

論に加わっていただくことを期待している． 
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